








Economic Bulletin of Senshu University


















































































キーワード：Labor Process, Acting Character of Labor, Distribution Labor, Director Labor,

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Arrow, K.［１９７４］Limits of Organization , W. W. Norton
& Company, NY.
村上泰亮訳『組織の限界』岩波書店，１９７６年．
Benton, T.［１９９３］ ‘Marx on Humans and Animals :
Humanism or Naturalism’, Natural Relations, Ecol-




Braverman, H.［１９７４］Labor and Monopoly Capital :
The Degradation of work in the Twentieth Century,
Monthly Review Press, NY.
富沢賢治訳『労働と独占資本──２０世紀における
労働の衰退──』岩波書店，１９７８年．
Cutler, T.［１９７８］‘The Romance of ‘Labor’’, Economy
and Society, vol．７, no．１.
Edwards, R.［１９７９］Contested Terrain : The Transfor-
mation of the Workplace in the Twentieth Century,
Basic Books, Inc., Publishers, NY.




Harvey, D.［２０１１］The Enigma of Capital and the Crises
of Capitalism, Profile Books.
森田成也・大屋定晴・中村好孝・新井田智幸訳『資
本の＜謎＞』作品社，２０１２年．
Hegel, F.［１８３０］Enzyklopädie der philosophischen Wis-
senschaften im Grundrisse.
松村一人訳『小論理学』（下），岩波文庫，１９５２年．
Hegel, F.［１８２１］Grundlinien der Philosophie des Rechts.
藤野渉・赤澤正敏訳『法の哲学』中央公論社，１９６７
年．
Hochschild, A.［１９８３］The Managed Heart : Commer-




Knight, D. & Willmott, H.［１９８９］‘Power and Subjectiv-
ity at Work : From Degradation to Subjuation in
Social Relationship’, Sociology, vol．２３, no．４.
Leidner, R.［１９９３］Fast Food, Fast Talk : Service Work
and the Routinization of Everyday Life, University of
California Press.
Leontiev, A.［１９６５］ Биологическое и социальное в





Nelson, D.［１９７５］Managers and Workers : Origins of
the New Factory System in the United States 1880―




Marglin, S.［１９７１］‘What Do Bosses Do?’, Harvard In-






Marx, K.［１８４９］Lohnarbeit und Kapital, .
長谷部文雄訳『賃労働と資本』岩波書店，１９８１年．
Marx, K.［１９６２―６４］Das Kapital, Bd, , , , in
Marx-Engels Werke, Dietz Verlag, Berlin.
岡崎次郎訳『資本論』国民文庫〔１〕―〔９〕，１９７２年．
引用は（K .，，S.５１，〔１〕７５頁）のように行う。
Petit, J.［１９８０］Du travail vivant au système des actions,
Une discussion de Marx, Éditions du Seuil, Paris.
今村仁司・松島哲久訳『労働の現象学』法政大学
出版局，１９８８年．
Smith, A.［１７７６］An Inquiry into the Nature and Causes





Thompson, P.［１９８３］The Nature of Work : An Intro-
duction to Debates on the Labor Process, Macmillan
Education Ltd., Houndmills.
成瀬龍夫・青木圭介ほか訳『労働と管理──現代
労働過程論争──』啓文社，１９９０年．
浅見克彦［１９８６］『所有と物象化』世界書院．
阿部浩之［２０１０］「感情労働論──理論とその可能性
──」経済理論学会編『季刊・経済理論』第４７巻
第２号．
阿部浩之［２０１５］「対人サービス労働における労働組織
──『資本論』第１部第１２章「分業とマニュファ
クチュア」の検討を中心に──」政治経済研究所
編『政経研究』第１０５号．
阿部浩之［２０１７］『テキスト・経済学概説』関東図書．
尼寺義弘［１９９９］「ヘーゲルの「理性の狡智」と目的活
動」阪南大学『阪南論集（社会科学編）』第３４巻第
４号．
伊藤誠［１９８１］『価値と資本の理論』岩波書店．
伊藤誠［１９８９］『資本主義経済の理論』岩波書店．
稲村毅［１９８５］『経営管理論史の根本問題』ミネルヴァ
書房．
岩淵誠一［１９８０］「日本最初の機械工労働者群の創出過
程」（上），職業訓練大学校『技能と経済』．
宇野弘蔵［１９５０・５２］『経済原論』岩波書店（『宇野弘
蔵著作集』第１巻，岩波書店，１９７３年）．
宇野弘蔵［１９６４］『経済原論』岩波全書（『宇野弘蔵著
作集』第２巻，岩波書店，１９７３年）．
宇野弘蔵編［１９６７］『現代経済学演習講座・新訂経済原
論』青林書院新社（『宇野弘蔵著作集』第２巻，岩
波書店，１９７３年）．
宇野弘蔵編［１９６７・６８］『資本論研究』―，筑摩書
房．
宇野弘蔵［１９７１］『経済政策論・改訂版』弘文堂（『宇
野弘蔵著作集』第７巻，岩波書店，１９７４年）．
大内力［１９８１・８２］『経済原論』上・下，東京大学出版
会（『大内力経済学大系』第２・３巻，東京大学出
版会）．
大島俊一［１９８０］「工場制度の形成と管理職能──管理
組織の確立過程を中心として──」『鈴鹿短期大学
紀要』創刊号．
大野威［１９９４］「労働過程論争における主体概念の検討」
東京大学文学部『ソシオロゴス』第１８号．
小倉利丸［１９８５］『支配の「経済学」』れんが書房新社．
小倉利丸［１９９８］『搾取される身体──労働神話からの
離脱──』青弓社．
尾高煌之助［１９８８］「内部請負と内部労働市場──労働
過程変革の歴史理論──」一橋大学『経済研究』
第３９巻第１号．
小幡道昭［１９８８］『価値論の射程──無規律性・階級性・
歴史性──』東京大学出版会．
小幡道昭［１９９３］「ロックの労働概念」伊藤誠・小幡道
昭編『市場経済の学史的検討』社会評論社．
小幡道昭［１９９５］「生産と労働」東京大学『経済学論集』
第６１巻第３号．
小幡道昭［１９９６］「情報通信技術の発展と労働の変容」
伊藤誠・岡本義行編著『情報革命と市場経済シス
テム──企業と産業の構造転換──』富士通経営
研修所．
小幡道昭［１９９９］「貨幣・信用論研究の課題」小幡道昭
編著『貨幣・信用論の新展開』社会評論社．
小幡道昭［２００９］『経済原論──基礎と演習──』東京
大学出版会．
小幡道昭［２０１４］『労働市場と景気循環──恐慌論批判
──』東京大学出版会．
角田修一［２００２］「ヘーゲル論理学・概念論と「資本」
の方法」立命館大学『立命館経済学』第５１巻第２
号．
鎌倉孝夫［１９９６］『資本主義の経済理論──法則と発展
の原理論──』有斐閣．
川口啓子［２０１２］「事務労働概念の考察──初期の研究
から──」『立命館産業社会論集』第４８巻第１号．
川村哲也［２００４］「資本主義的労働過程と権威」神奈川
大学『経済貿易研究：研究年報』第３０号．
木前利秋［１９８３］「労働過程論の基本問題」伊藤誠・櫻
井毅・山口重克編『価値論の新展開』社会評論社．
黒川俊雄［１９８３］「現代のME革命とマルクスの労働過
程論」慶応義塾経済学会『三田学会雑誌』第７６巻
第３号．
齋藤幸平［２０１７］「『資本論』のエコロジーから考える
マルクスとエンゲルスの知的関係」経済理論学会
編『季刊・経済理論』第５３巻第４号．
坂本清［２０１７］『熟練・分業と生産システムの進化』文
眞堂．
崎山治男［２００６］「欲望喚起装置としての感情労働──
感情労働の「再発見」に向けて──」『大原社会問
題研究所雑誌』第５６６号．
労働概念の再検討（２）
63
篠原三郎［１９７８］『現代管理論批判』新評論．
芝田進午［１９６２］『増補改訂・現代の精神的労働』三一
書房．
清水真志［２００３］「企業統治と市場機構」『香川大学経
済論叢』第７６巻第２号．
清水真志［２００７］「商品世界と使用価値──欲望論の視
座から──」（１）・（２），『専修大学社会科学研究所
月報』第５２７号・第５２８号．
清水真志［２００８a］「価値概念の二重性──同質性と交
換性──」（１）・（２），『専修大学社会科学研究所月
報』第５４１号・第５４２号．
清水真志［２００８b］「同質性としての価値概念」経済理
論学会編『季刊・経済理論』第４５巻第３号．
清水真志［２００９・１０］「『商品経済の物神崇拝的性格』
をめぐって」（１）～（３），『専修経済学論集』第４４巻
第１号～第３号．
清水真志［２０１３・１４］「もう一つの商業資本論──『商
人資本に関する歴史的事実』を手掛かりとして
──」（１）～（３），『専修経済学論集』第４８巻第１号
～第３号．
清水真志［２０１４・１５］「商業資本と商品価値──物神性
論の視座から──」（１）・（２），『専修経済学論集』
第４９巻第２号・第３号．
清水真志［２０１７・１８］「労働力と商人」（１）・（２），『専修
経済学論集』第５２巻第２号・第３号．
菅原陽心［１９９６］「資本による労働編成の変化と資本主
義経済システム」河村哲二編著『制度と組織の経
済学』日本評論社．
菅原陽心［１９９７］『商業資本と市場重層化』御茶の水書
房．
鈴木和雄［１９９８］「感情労働と労務管理」『弘前大学経
済研究』第２１号．
鈴木和雄［２００１］『労働過程論の展開』学文社．
鈴木和雄［２０１２］『接客サービスの労働過程論』御茶の
水書房．
鈴木鴻一郎編［１９６０・６２］『経済学原理論』上・下，東
京大学出版会．
須藤修［１９８４a］「株式会社と資本の自律化」伊藤誠・
櫻井毅・山口重克編『利子論の新展開』社会評論
社．
須藤修［１９８４b］「資本のオートノミーと権力の正当性
──法人企業の組織と行動──」『経済評論』第３３
巻第９号，日本評論社．
角谷登志雄［１９６６］「資本家の機能と商業労働」愛知大
学『法経論集・経済篇』第５０号．
角谷登志雄［１９６８］『経営経済学の基礎──労務管理批
判──』ミネルヴァ書房．
角谷登志雄［１９７９］『科学としての経営学──変革期に
おけるその課題と方法──』青木書店．
高取憲一郎［１９７８］「活動の概念と記憶の問題──随意
的記憶と不随意的記憶のパラドックス──」鳥取
大学教育学部『教育科学』第２０巻第２号．
高橋正立［１９８８］『生活世界の再生産──経済本質論序
説──』ミネルヴァ書房．
高柳良治［２０００］『ヘーゲル社会理論の射程』御茶の水
書房．
中岡哲郎［１９６９］「事務労働の分析（組織と人間─７─）」
現代の理論社『現代の理論』第６号．
中岡哲郎［１９７１］『工場の哲学──組織と人間──』平
凡社．
日高普［１９８３］『経済原論』有斐閣．
牧野広義［２０１６］「ヘーゲルとマルクス──社会哲学と
論理学──」阪南大学『阪南論集（社会科学編）』
第５１巻第３号．
馬淵浩二［２０１２］『世界はなぜマルクス化するのか──
資本主義と生命──』ナカニシヤ出版．
森下二次也［１９７６］『現代商業経済論──序説＝商業資
本の基礎理論──（改訂版）』有斐閣．
安岡章太郎［１９６６］『質屋の女房』新潮文庫．
山口重克［１９８５］『経済原論講義』東京大学出版会．
山口重克［１９８７］『価値論の射程』東京大学出版会．
山本泰三［２０１１］「非物質的労働の概念をめぐるいくつ
かの問題」『四天王寺大学紀要』第５２号．
吉田文和［１９８４］『マルクス機械論の形成』北海道大学
図書刊行会．
渡辺雅男［１９８７］「労働過程論」『一橋大学研究年報（社
会学研究）』第２５巻．
和田豊［１９９４］「マルクス派経済学の貨幣理論──労働
過程論の視角による原理的解明──」『岡山大学経
済学会雑誌』第２５巻第３号．
64
